


















パロディを再考する時期が来ているのではないかと私は考えた｡そして'実際にある作品として､明治期に偽作として闇に葬られた感のある　(続編)　というジャンルがそれに当たり､その流 は明治期以降にも点々と表に表れているように思う｡その流れが花開いたのが､1990年代に入っての水村美苗　『続明暗』　や奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　であ こ 両者を加えて､最もパロディの多いであろう夏目淑石の作品を基にした続編を集めて､真面目なパロディにおける原典との関係性を研究しようと思い､私は本論文を書いた｡
また､続編が作られるというのは､パロディを書-作家










作品は'猫が嚢から這い出した後から始ま ため､一次テクストと重なる部分は殆どない｡その為に､一次テクストから続けて読む読者にとっても､スムーズな流れをもつことになる｡窯から出た猫は､百聞がモデルと思われる五沙弥の家に｢アビシニア｣と名づけられて飼われる｡物語当初から猫の無名性はなくなる｡そして､一次テクストにおいて､外出時 苦沙弥の行動や'心情の語りの不自然さを､竹盛天雄氏に｢『猫』　 眼の活性化｣ し 指摘さ ている部分も'ソクラテスによる耳の後ろで曝-悪魔であるダイモニオンから｢ネコニオン｣と づ た方法により､理由付けている点において､一次テクストから 発展性が見れる｡
二次テクストが決定的に一次テクストと異なる部分は､
その登場人物が老 ている点である｡猫は身体的に 一次テクス-と連続しているはずなのに､思考や外面はか り年を取っている設定であり､五沙弥を初めとする新たな登場人物もみな､一次テクストよ も老いて る｡こ 老いや成熟した人物たちが二次テクストの印象を大き-変えているように思う｡そして､『贋作吾輩は猫である』　 は､百聞の　『贋作吾輩は猫であ 　続編』という続編があるのだが､両者とも終結感のない終わり方をしており､『贋作
吾輩は猫である　続編』　においては､猫が語り手である意味がなくなり､終えることとしたのではないかとも想像できるほど､一次テクストと異なる世界観になっている｡
三節は､奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　である｡















中文子は本作品と　『妖の系譜』　という二作品しか書 ていないのだが､『妖の系譜』　においても淑石の引用が多用されているため､二次テクスト 書-ことに違和感のない作家である｡『明暗』は未完であるため､多くの研究者が様々な結論を考えたが､二次テクストにお ては､津田によく似た禅僧風の男が津田の性質を更生した理想の人物像として提示され､そ と出会うことで清子を救い'温泉場津田を追いかけてきたお延は地震によって意識を失い'禅僧風の男に助けられる｡お延の看病をする中 ､津田は一心に祈ることを知り､更生 兆しを見せるところで物語りは終わる｡二次テクストの中 大きな役割をする禅僧風の
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男は'津田の更生する理想像としてあるが､これは田中が津田一人での更生を諦めているということでもある｡また､田中は､清子を一時的な視点人物 して､清子の言葉で津田から関へと心変わりをした理由を述べさせる｡これによって､晴子は一次テクストにおける不可解な謎の女ではなく､お延やお秀と同様の一女性と ての立場を得る ができ､このような方法で の本 を書-ことが出来たという点におい 私は評価できる作品であると考えて ｡
二節は､水村美苗　『続明暗』　である｡この作品は､一次































法であ 　｢もじり｣｢本歌取り｣　｢もどき｣｢翻案｣｢偽書｣などについて考察している｡さらに韻文の領域､散文の領域､ボスーモダンの三種類に分けて詳しく分析し､日本ではパロディの概念は確立していな が'ジュネツト いう｢真面目なパロディ｣と言えるものに｢偽書｣があ-'｢続編｣は　｢偽書｣　に近いとしてい ｡
二　｢近現代の続編と作品結末の未完性｣　では､日本の近


















庶民の生活を描くことを 題としており､そのためには猫の家出が必要であった､ いうこ を述べている｡
六｢猫と金貸し｣　では'猫 いったん飼われて捨てられ






























れた猫が'拾っ 新聞で苦沙弥が殺された を知り'その謎を解-というミステリー仕立てのストーリーの中に､『吾輩は猫である』　だけでなく　『夢十夜』　や 『三四郎』　など多-の淑石作品のパロディやパスティーシユ､またsFやミステリーのパロディなど'さまざまな要素がコラージュされていることを指摘して る｡
三　｢構成｣　では､この作品において､苦沙弥殺害の犯人
推理､アへン密輸団の謎､猫が上海に送られた経緯'という三つの推理が絡み合って進行し､一次テクストの詳細な分析によって解決が行われ い-が､この二次テクスト自体に新しい謎が生じ､その解決は別の三次テクストの出現を待たなければならないというように､物語が永続していくことが予想さ るとして る｡
四｢登場人物と設定｣　では､一次テクストの猫たちが近
所のありふれた猫だったのに対して､二次テクスト 猫たちは上海に集まる列強各国の人物たちに飼われている国際的な集団であるとして､作品に世界情勢が措かれること必然性を見ている｡また猫 ちに対立する存在として犬たちを登場させた点にも､一次テクスー 猫たちとは異なる危険な存在状況を付与しているとしている｡
五　｢物語について｣　では､二次テクストによって一次テ
クストの読み方を変えるという､奥泉光自身の発言 着日して､結局これは一次テクストに対する二 トであるというよりは､一次テクスト ｢還元｣ 別の物語としている｡
六　｢結末について｣ では､この物語が終結によってまた





の三つの　｢続編｣を詳細に分析し､こ らの二次テクストを一次テクストと比較した上で､両テクスト 整合性や､新しい主題の提示や､パロディの方法について論じ'｢続編｣というジャンル 意義を追及し ｡さらの　｢続編｣が､さらに新しい　｢続編｣を要求するという発見について述べている｡斬新で かつ説得力のある論になっている｡
第三章『虞美人草』　では'三四郎『虞美人草後編』　が､



















われていないために､読者の解釈がさまざまに分かれたヒロインの自殺の原因を明確 するため ｢続編｣が書たことを立証し､別 ストーリーを挿入するという｢続編｣のもう一つの方法とその意義 検証 て る｡新しい立論であり､論旨も明快である｡
第四章｢明暗｣　では､一九九〇年代初頭という同時期に











た後､失意の中でお延と結婚するが､お延は夫に愛されていないことを感じてやたらに金を使わせたり､夫 妹お秀より優位に立とうとふるまった-する｡それを､仲人 吉川夫人は見かねて､津田と清子を温泉地 再会させて感情の決着を付けさせる ともに､その留守のあいだにお延たしなめようと画策したのである｡
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この　『蛇尾の章』　では'津田は清子から今は幸せだと聞
かされて失望したあと､ひと-暮らしの禅僧ふうの男に出会い'その体験談を聞いて心を開かれる｡お秀から吉川夫人の策略を聞いたお延は､ひとりで温泉地に来るが､川転落して禅僧ふうの男に助けられる｡津田はお延 許しを乞い'必死にその回復を祈る｡となっ いて､要する 津田の改心が語られることになる｡
四｢構成における類似｣　では､二次テクストが'一次テ
クスーの場所の設定や人物の動き 踏襲して る 分析している｡
五　｢一次テクストの謎を解-ことを主題とした物語｣　で
は､『明暗』　において明確には提示 いなかった問題を解決することが'こ 二次テクストの大きなモチーフだったとされる｡すなわち､清子の具体的な人間像'津田から去った清子の内面'津田がお延を選んだ真 理由'津由とお延の将来､といった問題である｡
六｢排除された人々｣　では､『明暗』　 主要人物のうち'




















部分｣　では､津田が救済されてお延のもとに戻るという大きな共通点と､津田を中心とするか､ を中心とするかという相違点があり また吉川夫人と友人小林 扱い も相違が見られるとす ｡
七　｢結末における終結感｣　では'お延に関しては強い終






の猫』　は一次テクストとスムーズに接続しており､内田百聞　『贋作吾輩は猫である』　は一次二一次テクストを統一する一体感をもっており､奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　は一次テクスー の ながりの感覚が薄いが､それが巧みな文体摸写によ て補われている､とする｡三四郎『虞美人草後編』　は､淑石の　『虞美人草』　 途中に挿入す という方法を採っているため､接続が 度にわたっ 行われているがいずれもスムーズであるとしている｡田中文子｢夏目淑石｢明暗｣蛇尾の章』　と水村美苗　『続明暗』　は､l次テクストが未完であるため､自由に接続が行なえたとす ｡
二　｢真面目なパロディとしての続編の意義｣　では'この
論で取-上げた六編の　｢続編｣が､ジュネット いう｢真面目なパロディ｣　であ として､そ 意義を論じて る｡
以上の第五章においては､全体のまとめが行なわれてい
る｡
本論文を全体として見ると､論者の意図は､これまでに
日本の近代文学全般における研究方法や､ある は夏日淑石研究の方法においても見逃されがちであった　｢続編｣　点検･分析を行なって､研究方法の新しい見直しを図るも
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のであると考えることができる｡そのために取り上げた六編の　｢続編｣は､その論旨の貫徹にふさわしい作品であると判断できる｡
そして'このような論者の意図は､本論文において'徹
底した文献調査による論証の赦密さや'先行文献の引用の的確さや､ 章表現の明確さや'注釈の綿密さなどによって､あざやかに実現されてい と見ることができよう｡
結論として､本論文は､学位論文として適正かつ優秀な
ものであると判断する｡
以上が､審査報告である｡
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